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規
格
外
粗
大
ご
み
の
収
集

　
町
で
は
、11
月
24
日（
月
・
祝
）に
規
格
外
粗

大
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

　
処
分
に
困
っ
て
い
た
大
き
な
家
具
や
動
か

な
く
な
っ
た
自
転
車
な
ど
、こ
の
機
会
に
処
分

し
ま
し
ょ
う
。

※
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、洗
濯
機
な
ど
の
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
関
連
品
や
パ
ソ
コ
ン
や
バ
ッ
テ

リ
ー
、タ
イ
ヤ
な
ど
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、各
世
帯
に
配
布
す
る「
粗
大
ご

み
収
集
の
お
知
ら
せ
」の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

調
理
・
運
搬
業
務
委
託
者
を
募
集

　
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、令
和
８
年

度
か
ら
の
調
理
・
運
搬
業
務
委
託
者
の
公
募

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
応
募
資
格

　
町
内
の
個
人
ま
た
は
法
人

〇
業
務
委
託
の
内
容

　
学
校
給
食
の
調
理
お
よ
び
各
学
校
へ
の
配

送
業
務

〇
公
募
説
明
会

・
日
時　
11
月
27
日（
木)

　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
～

・
場
所　
指
江
支
所
２
階
大
ホ
ー
ル

※
説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
か
た
は
、11
月
21
日

（
金
）ま
で
に
教
育
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
☎（
88
）５
６
７
９［
直
通
］

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
相
談
所

　
ほ
く
さ
つ
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
ほ
く
さ
つ
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
出
張
相
談
会
」を
実
施

し
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
就
職
や
生
活
、企
業

の
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
ほ
く
さ
つ
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
直

接
相
談
に
応
じ
ま
す
。「
就
職
活
動
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？
」「
障
が
い
を
理
解
し
て
も
ら

え
な
い
」な
ど
の
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、こ
の
機
会
に
出
張
相
談
会
を
利
用
く

だ
さ
い
。

〇
日
時

　
12
月
19
日（
金
）　
午
後
１
時
～
３
時

〇
場
所　

　
役
場
１
階　
相
談
室

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ほ
く
さ
つ
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６（
29
）５
０
２
２

県
の
最
低
賃
金
が
改
正

　
鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
11
月
１
日
か
ら

時
間
額「
１
０
２
６
円
」に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、臨
時
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、使
用

者
は
、最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
は
、高
い
か

た
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
８

境
界
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
所

　
境
界
問
題
解
決
に
関
わ
る
専
門
家
で
あ
る

土
地
家
屋
調
査
士
・
弁
護
士
・
法
務
局
登
記

官
が
相
談
を
受
け
付
け
る「
境
界
ト
ラ
ブ
ル
休

日
無
料
相
談
所
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

※
原
則
事
前
予
約
制
で
す
。
相
談
時
間
は
一

人
３
０
分
で
す
。

〇
日
時

　
11
月
30
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場
所

・【
鹿
児
島
会
場
】鹿
児
島
地
方
法
務
局

・【
霧
島
会
場
】鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

・【
川
内
会
場
】鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

〇
申
込
期
限

　
11
月
28
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
９（
２
０
３
）０
１
６
０

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、令
和
８
年
４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
の
目
的
で
幅
広
い
世
代
が
学
ん
で

い
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学

　
☎
０
９
９（
２
３
９
）３
８
１
１

第
77
回
人
権
週
間
に
つ
い
て

　
「
世
界
人
権
宣
言
」は
、基
本
的
人
権
お
よ
び

自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、世
界
の
全

て
の
人
び
と
と
全
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ

き
共
通
の
基
準
と
し
て
、昭
和
23
年
12
月
10
日

の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　
国
際
連
合
は
、世
界
人
権
宣
言
採
択
を
記
念

し
て
、採
択
日
の
12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」と

定
め
、加
盟
国
に
対
し
、人
権
擁
護
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」を
最
終
日
と
す
る
12
月

４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を「
人
権
週

間
」と
定
め
、世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
広
く

国
民
に
呼
び
か
け
、人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
、各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、人
権
週
間

以
外
に
お
い
て
も
、電
話
相
談
の
ほ
か
、メ
ー

ル
で
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
い
じ
め

や
虐
待
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷

な
ど
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〇
電
話
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番（
全
国
共
通
）　

　
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

・
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番（
全
国
共
通
）　

　
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
の
通
話
料
は
、相

談
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

「
ま
る
ご
と
む
く
は
と
じ
ゅ

う
」の
開
催

　
県
立
図
書
館
の
館
長
を
約
19
年
間
務
め
た

椋
鳩
十
氏（
本
名
：
久
保
田
彦
穂
）の
生
誕

1
２
０
年
を
記
念
し
、今
年
度
当
館
で
は
様
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
12
月
14
日（
日
）に
椋
鳩
十
氏
の
功
績
に
つ

い
て
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト「
ま

る
ご
と
む
く
は
と
じ
ゅ
う
」を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

　
12
月
14
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場
所

　
県
立
図
書
館　
大
研
修
室　
他

〇
内
容

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
椋
鳩
十
氏
の
作
品

朗
読
会
、ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン「
椋
鳩
十
の
素

顔
」、お
は
な
し
の
じ
か
ん
冬
の
ス
ペ
シ
ャ
ル　

な
ど

〇
参
加
費　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
図
書
館
奉
仕
課

　
☎
０
９
９（
２
２
４
）５
８
２
４

夢
と
ロ
マ
ン
の
星
空
散
歩

　
秋
の
星
座
の
探
し
か
た
と
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。
星
物
語
で

は
さ
つ
ま
町
の
伝
承
を
も
と
に
し
た
創
作
物

語「
夜
星
川
」を
お
送
り
し
ま
す
。

〇
開
催
期
間

　
12
月
10
日（
水
）～
令
和
８
年
３
月
８
日（
日
）

〇
場
所

　
県
立
博
物
館
別
館（
宝
山
ホ
ー
ル
４
階
）

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

〇
時
間

　
①
午
前
10
時
～　
②
正
午
～

　
③
午
後
１
時
30
分
～

〇
入
場
料

・
小
・
中
学
生

　
（
個
人
：
１
３
０
円
、団
体
：
１
０
０
円
）

・
高
校
生
以
上

　
（
個
人
：
２
３
０
円
、団
体
：
１
９
０
円
）

※
高
校
生
以
下
は
土
・
日
・
祝
日
無
料
。

　
70
歳
以
上
は
無
料
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
博
物
館
別
館（
宝
山
ホ
ー
ル
４
階
）

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
☎
０
９
９（
２
１
０
）７
３
５
３

焼
山
遺
跡（
伊
佐
市
大
口
）現

地
説
明
会

　
焼
山
遺
跡
は
、昭
和
21
年
に
7
基
の
古
墳
時

代
の
地
下
式
板
石
積
石
室
が
発
見
さ
れ
、そ
の

後
の
調
査
で
も
90
基
以
上
の
石
室
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
、県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
が
、伊
佐
・
湧
水
地
区
特
別
支
援
学
校（
仮

称
）建
設
の
た
め
の
遺
構
確
認
を
行
い
ま
す
。

そ
の
調
査
成
果
を
公
開
し
、地
域
に
保
存
さ
れ

て
い
る
貴
重
な
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
日
時

　
11
月
15
日（
土
）　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

〇
場
所

　
焼
山
遺
跡

　
（
伊
佐
市
大
口
下
殿
１
６
７
８
‐
10
・
旧
大

口
南
中
学
校
）

〇
参
加
費　
無
料

〇
申
し
込
み　
不
要　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
５（
48
）５
８
１
１
１

大
人
の
野
外
活
動

　
学
芸
員
と
と
も
に
鹿
児
島
県
の
自
然
に
ふ

れ
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
（
自
然
観
察
者
・

指
導
員
）と
し
て
の
技
量
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
講
座
で
す
。
今
回
は
、放
送
局
の
気

象
デ
ス
ク
を
訪
問
し
、研
修
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
12
月
６
日（
土
）　
午
前
10
時
～
正
午

〇
場
所　
鹿
児
島
市

〇
参
加
費
　　
50
円

〇
内
容

　
気
象
予
報
業
務
の
現
場
を
見
学
し
、天
気
図

や
気
象
現
象
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
予
報

の
基
礎
も
研
修
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
博
物
館

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）６
０
５
０


